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　もし災害がおきて、避難所で生活することになった
ら…？一度は考えたことありますよね。そのもしもの
ために、昨年に引き続き、中河地区の防災訓練では
Hug訓練（避難所運営シュミレーション)を行いまし
た。（講師：防災士ネットワークさばえの皆さん）
　実際に避難所ができた時に運営をするのは地域の皆
さんになります。今回は実際に中河公民館の見取り図
を使って、避難者をどう振り分けし、物資をどこへ置
くのかなどを各グループで話し合いました。

避難者の例
　介助犬と一緒に親子３人
　が避難してきた

11月2日(日)

10月30日(木)…会場設営

10月31日(金)...作品搬入

11月1日(土)
・展示
・きっずワークショップ

・展示
・舞台発表
・模擬店
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木の廃材で
オブジェづくり
9:30～11:45

★未就学児OK

アイロンビーズ
をたのしもう！
①9:30～
②10:00～
③10:30～
④11:00～

事前予約
事前予約

からだにやさしいおやつ

いつかのもしもの為に

中河地区敬老会

ずーっと元気でいてね
　中河地区敬老会が開催されました。
　今年は対象者734名のうち111名が式典に参
加してくださり、元気なお顔を見ること
ができました。
　アトラクションでは川島町貴響会の
皆さんによる琴の演奏を楽しみ、さば
えフレイル予防「指輪っかの会」の
　　　　皆さんによるお話と体操で体を
　　　　動かしました。また元気に来年
　　　　お会いしましょうね！

公民館学級：親子お菓子作り

　近年食物アレルギーの子どもが増えていることもあ
り、米粉のお菓子『灯菓』の藤井さんをお招きし、
卵・乳・小麦を使用しない親子お菓子作り教室を開催
しました。
　メニューは米粉のクッキー。油と豆乳、米粉などの
粉類を混ぜて、伸ばした生地をかわいい型で抜き焼き
ます。プレーンと、かぼちゃの２種類を作りました。

　保護者の方が生地
をのばし、子ども達
が型抜きをする様子
が多く見られまし
た。
　卵・乳・小麦アレ
ルギーを持つ子にも
おいしく食べてもら
えたのはないかと思
います。

講師の藤井
さ

ん

↑型抜き後に、つまよ
　うじで顔や模様をつ
　けました

中河地区防災訓練　

◆各班の本部長からの感想◆
・日ごろからシュミレーションしておくことが大切
・医療的な知識がなく、どう対応していいか心配

主催：まちづくり協議会

主催：中河地区区長会

←たくさんある型か
　ら、好きなものを
　選ぶのも楽しい！

←焼き上がり！
　おいしそ～

11月1日(土) 11月2日(日)

９：３０～１９：００

作品展示

９：３０～１１：４５

きっず
ワークショップ

おだんご
デコレーション

いすに
ペイント！

①9:30～
②10:15～
③11:00～

事前予約

①9:30～
②10:00～
③10:30～
④11:00～

事前予約
事前予約

※参加費
　100円

９：００～１３：００

作品展示

９：００～１１：５０

イベント・舞台発表

１０：００～
模擬店

１０：００～
体験コーナー

★駐車場は、JA(旧支店前・みそ工場横)・中河小
　学校・中河保育所をご利用ください。
※JAカントリーや野菜出荷場付近は駐車禁止です!

★詳しくは同日配布のプログラムをご覧ください。

9:00からもちつきを開催！
つきたてのおいしいおもちを
食べに来てね！(限定)

たくさん体験すると
　　　　いいことあるかも！



広報誌コンクール入賞！
ご来場ありがとう
　ございました！

　福井県公民館広報紙コンクールにて、中
河公民館の広報紙『きらめき中河』が優秀
賞を受賞しました！
　今後も地域の皆さんに、読んでもらえ
る、好きになってもらえる広報紙を目指し
努めていきます。

期　間

場　所

食品配布

　楽器のメンテナンスや購入の

ための募金は103,503円となり

ました。

　心より感謝申し上げます。

来場者からの
感想です

市ダイバーシティ推進・相談課
１２月１３日（土）
※今回より事前予約制→
　11/4～12/5の17時まで

１２月１日(月)～６日(土)

ご協力ください
フードドライブ事業に地域の声を直接伝える

9/25
(木) 地域の魅力が詰まったメニューを召し上がれ

東陽中：活性化プロジェクト

行先はミステリー！！
10/6
(月)

未来の中河地区を思い描く

主催：鯖江市公民館連絡協議会 中河地区区長会より

10/1
(水)

9/28
(日)

9/27
(土)

10/18

(土)

　11月2日(日)の文化祭にてカレーライスを提供します。

たまね
ぎじ

ゃ が い も

にんじん‌

　大人の社会科見学へ
出かけてきました。今
年は行き先が関西方面
としか公表されず、参
加者の皆さんからは
「どこいくの？？」と
何度も問い合わせが。
万博に行くのでは？と
思われた方もおられた
ようです。

青春真っ最中！
休館日のお知らせ

山うにや吉川ナス、トマトやブルーベリーといった東陽地
区の食材で『おにぎり２種』と『米粉のクレープ２種』を
作り、地域の方や下級生にふるまいました。
　今後もこのプロジェクトが続いていくために、スーパー
やコンビニ、道の駅などで売られる商品となることを目指
しているとのことでした。

東陽中：吹奏楽部より

　フードドライブとは家庭や職場で余っ
ている食べきれない食品を、必要とする
人へ提供する活動です。
　活動へのご協力をお願いします。

中河公民館ほか地区公民館
鯖江市役所、ハーツさばえ店

市ダイバーシティ推進・相談課よりご案内

ハーツ神中店

　中河地区ま
ちづくり計画
を策定するた
め、第1回目
のワークショ
ップを開催し
ました。
　福井大学の　　　
田中先生にお
越しいただき
前半は策定に
あたってのア

公民館学級：大人の社会科見学

まちづくり計画

ブルーベリーやトマトジャム入り

山うにや吉川なす入り

ドバイスをいただきました。後半は参加者で地区としての問
題点や、解決策などを話し合いました。今後も数回行ってい
く予定です。

通学路が狭い…

融雪装
置が老

朽化

日赤奉仕団より 野菜提供のお願い

　市長と語る会が開催され、中河地区区長会として
『防災対策の強化』と『鳥獣害対策』を市長へ要望
しました。
　またフリートークのなかでは『未就学児の遊び場
がない』『保育園に預けたいが預けられない』とい
ったご意見がありました。　当日は会場が

一体となりとて
も盛り上がりま
したが、様々な
課題も残りまし
た。今後も地域
と若い世代を繋
ぐきっかけづく
りができたらと
思います。

地区の皆様で野菜を提供いただ
ける方がおられましたら、中河公
民館（51-3102）までご連絡
ください。ご協力のほどお願いい
たします。

ギターの
　　弾き語り

　最初に到着したのは宇治にあるコカ・コーラ工場。コーラの
歴史や、工場での作業などを見学しました。販売当初から現在
までのコーラ缶がならび皆さん懐かしそうに見ていました。
　午後はお茶と宇治のまち歴史公園『茶づな』のミュージアム
見学と茶臼で抹茶挽き体験、その後平等院鳳凰堂を見学。抹茶
挽き体験では、茶葉が入った茶臼をゆっくりを回し、抹茶にし
ていきました。自分たちで挽いたお抹茶は格別でしたね。

　東陽中吹奏楽部第7回定期

演奏会『ありがとうコンサー

ト2025』を開催しました。

東陽中体育館での開催は初で

したが、たくさんのお客様に

ご来場いただき、とてもアッ

トホームな雰囲気のコンサー

トとなりました。

　東陽中３年生が３年間取り組ん
できた東陽地区活性化プロジェク
トの集大成『ToYouCafe』にお邪
魔しました。
 玄関から生徒さんが案内と説明
をしてくださり、おもてなしをし
ていただきました。“食と環
境”をテーマにふるさとを活性化
させる商品を開発したいと調査や
取材を進めてきたとのことで、

　学生による学生のための青春イベント『アオハル
×フェス』が新横江公民館を会場に行われました。　
　高校生・大学生にスポットを当てたイベントで、
企画やチラシ作成はもちろん、SNSの活用も行い学
生目線での運営を行ってくれました。


